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一
二
二

天
台
大
師
智
顕

の

『
円
教
』

小

松

賢

寿

一

智
顎

は
仏
教
を
小
乗

と
大
乗

に
区
別

し
、
大
乗

の
究

極
的
立
場
を
円
教

で
あ

る
と
し
た
こ
と
は
周
知

の
事
柄

で
あ
る
。
従

つ
て
、

智
顎
が

「
大
乗
」

と

い
う

概
念
に
よ

つ
て
指
示
す

る
思
想
内

容
は
、

そ
の
ま
ま
円
教
で
あ
る

こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
る
。
次

の
例

も
そ

の
使

用
例
で
あ
る
。

ハ

ス

ノ

ハ

小
乗
灰
断
…
…
十

二
部
中
不
レ
明
二
仏
性
幻
大
乗
説
三
知
来

是

常
、

一
切

衆

生

皆
有
二
仏
性

刈

(
法
華
玄
義
六

上
)

こ
こ
で
は
円
教
で
あ
る
大
乗

で
は

「
仏
性
」
を
有

り
と
す
る
思
想
を
展
開

し
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

「
仏
性
」

と
は
言
葉

の
通
り
、

仏

の
性

で
あ

る
。

仏

の
性

と
し

て
の
仏
性
と
は
、

従

つ
て

「
仏
」

が
い
か
な

る
思
想
内
容
を
包
含

し
て
い
る
か
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
、

そ
れ
を
規
定
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
。

と
も
か
く
も
、

仏

の
性

と
し
て
の
仏
性

を
、

一
切
衆

生
が
有

し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
が
円
教

の
重
要
な
思
想

的
側
面

を
な

し
て
い
る
の
で
あ

る
。

二

そ
れ
で
は
円
教

に
於
け

る
仏
と
は
何
か
、

そ
れ
が
次

の
問
題

で
あ
る
。

三
蔵

教
、
通
教

の
思
想
的

立
場

に
於
け
る
仏
は
次

の
知
く
で
あ
る
。

キ

ス

三
蔵
仏
、
父
母
生
身
、
八
十
二
気
尽
、
身
灰
智
滅
畢
寛
不
レ生
。
通
教
仏
、

シ

レ
ハ

誓
願
之
身
、
化
縁
若
詑
、
亦
顕
二灰
断
、
滅
己
不
レ生
。

(同
七
下
)

三
蔵
教
、
通
教
の
仏
は
、
共
に
灰
身
滅
智
し
て
、
空
寂
に
帰
す
る
無
常
仏
で
あ

る
。
要
す
る
に
無
に
帰
す
る
仏
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
別
教
と
円
教
、
ひ

い
て
は
究
極
的
仏

で
あ
る
円
教
の
仏
は
次

の
知
く
で
あ
る
。

大
葉
浬
盤
ハ常
住
不
変
…
…
円
浬
漿
相
也
。

(
同

上
)

ク

シ
ク

大
経

(浬
盤
く経
)
以
二
常
住

一為
レ
宗
。

多
顕
二
未
来
常
住

一少

明

二先
成
寿
命
、

シ
ク

ヲ

シ
ク

今
経

(法
華
経
)
正

明
二発
 
顕
本
、
無
量
寿
命
為
レ宗
、
少

説
二未
来
常

隻

(同
上
)

こ
こ
で
は
、

浬
繋
経

に
説

か
れ
る
円
教
仏

は
、
未
来
常
住
と

い
う

こ
と
が
強
調

さ
れ

て
お
り
、
法
華
経

に
説
か
れ
る
円
教
仏

は
、
過
去
よ
り

の
無

量
寿
命

と

い

う

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る

と
論
述

し
て
い
る
。
要
す
る

に
、
円
教
仏
は
、

過

去
、

現
在
、

未
来

の
三
世
を
通

じ
て
常
住

で
あ

る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

さ

て
、

こ
の
常
住

な
る
円
教
仏

は
、
衆

生
を
済
度
す
る
仏
陀

で
あ
る
。

シ

ニ

ク

シ

聖
人
慈
悲
誓
願
、
願

二持
於
行
、

知
二
物

有
覧膠
。

任
運
与
レ
機

相

著
。

若
無
二

誓
願
、

錐
レ
観
二
苦
楽
、
不
レ
能

二
抜
与

一

(
同
六

上
)

一
切
衆
生
を
済
度
す
る

こ
と
を
誓
願

し
、

そ

の
誓
願

力
に
よ

つ
て
今
は
完
成
者

と
し
て
の
仏
陀

に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
仏

は

一
切
衆
生
を
任
運

に
、
済
度
す
る

こ
と

の
で
き
る
完
成

者
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
根
本
的
態
度

が
慈
悲

と
い
う

エ
ー
ト

ス
で
あ
る
。

こ
の
慈
悲
に
よ

つ
て
、

一
切
衆
生

の
済
度

は
遂
行
さ
れ
る
。
そ

の
衆
生
と

の
関
わ
り
が
、

感
応
で
あ
る
。

ス
ル

ニ

シ

衆
生
皆
有

二十
界
根
性
殉
熟

者
先
感
、

仏

知
二
成

熟

未

成
熟

者

輔
応

不
レ
失

レ
時
。

(同

六
下
)

仏
は
慈
悲
誓
願

力
に
よ

つ
て
、
衆
生

の
根
性

を
知

る
。
そ

の
衆
生

の
側

の
関
わ

り
方
が
感

で
あ
り
、
仏

の
対
応

の
様

が
応

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
応

の
在
り
方
が
、
時
を
失

せ
ず
、

ま
た
機

の
宜

し
き

に
適
う

こ
と
を
示
し

て
い
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

と

こ
ろ
で
、

こ
の
仏

の
応

の
仕

方
で
あ

る
が
、
仏

は

一
切
衆
生
、

す
な
わ
ち

十
方
三
世

一
切

の
衆

生
を
済
度
す

る

の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
仏
は
十
方
三
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世

の
い
た
る
所

に
自
己

の
分
身
を
顕

す

こ
と
が
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ナリ

無
量
仏
悉
是
釈
迦
分
身
。

(
同
七
下
)

こ
の
分
身
と

い
う
思
想
は
、

小
乗

に
は
な

い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

バ

三
世
仏
者
悉
是
他
仏
、
非

二
我
分
身
殉
比
即
三
蔵
仏
果
相
也
。

(同

七
上
)

そ
し
て
、

こ
の
分
身

と

い
う
思
想
は
、
次

の
よ
う
な
智
顎

の
独
特
な
思
想

へ
と

ま
と
め
ら
れ
て

い
く
。

ニ

ニ

歴
別
照
二
十
法
界
機
、

比
別
仏
。

一
時
照
二
十
法
界
機

一比
円
仏
。

す
な
わ
ち
、

円
教
仏

は

一
時

に

一
切
衆

生
を
済
度
す

る
仏
陀

で
あ

る
。
あ

る
時

は
地
獄

界
、

あ
る
時

は
人
界

と
い
う
歴
別
の
済
度

は
別
仏

で
あ

る
。

そ
れ
に
対

し
て
、

一
時

に
、

つ
ま
り
同

時
に
十
界
衆
生
を
済
度
す
る

こ
と
が

で
き

る
仏
、

そ
れ
が
円
仏
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

一
時

一
切
衆
生
を
済
度
す
る

こ
と
が

で

き
る
根
拠

が
分
身

の
思
想

な
の
で
あ

る
。

更

に
、

一
時

に
十
界

に
応

同
す
る
円
仏
は
、

そ

の
応
同

の
仕
方
に
於

い
て
、

次

の
よ
う
に
、
湛
然
、

任

運
な
ど
と
言
わ
れ
る
。

モ

モ

ノ

バ

知
下
一
月
不
レ降
、

百
水

不

レ
升
、
而

随
二
河
短
長

輔
任
二
器

規

矩
、

無

レ
前

無

ニ

ク

シ
テ

レ
後
、

一
時

普
現
加

…
…
又
知
下
明
鏡
表
裏
清
澄
、

一
像
千
像
無
レ
所
二
簡
択
、

ニ

不
レ須

二
功
カ

一任
運
像

似
加

(
同

六
上
)

円
仏
が

一
時

に
十
界
衆

生
に
応
同
す
る
の
に
、
功
力
を
も
ち

い
ず
、

い
わ
ば
自

然
に
成

就
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

そ
れ

ゆ
え
に
、

こ
の
任

運
な
る
応
用
は
、
作
意

が
な

い
ゆ
え
に
、
無
作

の
円
仏

と
も
称
さ
れ

る
。
あ

る

い
は
、

は
か
り
ご
と
な
く
し
て
応
同
が
成
就
さ
れ

る
ゆ
え
に
、

無
謀

の
善
権

と

も
言
わ
れ
る
。

ま
た
、

そ

の
応
同
が
特
定

の
衆
生

に
、
特
定

の
時
期
、

つ
ま
り

あ
る
縁
に

於

い
て
成

立
す

る
の
で
は
な
い
ゆ
え
に
、

無
縁

の
慈慈
悲
と
も
名
付
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ノ

ノ

ノ

知
来
無
謀
善
権
。
無
方
大
用
。

(摩
詞
止
観
六
下
)

ノ

ト
ハ

チ

ノ

無
縁
慈慈
悲
者
。
即
知
来
慈
悲
也
。

(同
上
)

ニ

無
レ
思
、

無
レ
念
、
無

二
誰
造
作
幻
故
名
二
無
作
殉

(
法
華
玄
義

二
下
)

以
上

の
よ
う
に
、

円
教
が
十
界
衆

生
を

一
時
に
照
し
、
十
界

に

一
時

に
普
現

す

る
こ
と
、

こ
の
こ
と
を
仏
陀

の
側
か
ら
表
現
す
る
概
念
が
具

で
あ
る
。

す

な

わ
ち
、

仏
陀
は
十
界
衆

生
を
自
己

の
済
度
す

べ
き
も
の
と
し
て
具

し
て
い
る
の

で
あ
る
。

十
界
を
照
す

こ
と
と
十
界

を
具

し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、

全
く
同

一
の
思
想

の
言

い
換

え
に
す
ぎ
な

い
。

三

こ
の
よ
う
に
、

円
教

の
仏
は
十
界

を
具

し
て
い
る
仏
で
あ

る
。

こ
の
仏

の
性

を
有
し
て

い
る

の
が
衆

生

で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
衆
生
も
ま
た
、
十
界

を
具

す

る
性
を
有
し
て

い
る

の
で
あ
る
。

智
頻

は
そ
れ
を
次

の
よ
う
に
表
現
す

る
。

今
但
明
三
凡
心

三
念
即
皆
具
二
十
法
界

一

(法
華
玄
慈義
五
下
)

し
か
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま

で
仏

の
性

と
し
て
、
す
な
わ
ち
理

の
性

と
し
て
具

し

て
い
る

の
で
あ
る
。

ニ

ハ

レ

ハ

ル

ニ

衆
生
理
性
与
レ
仏
不
レ
二
、

是
故
不
レ
異
而
衆

生
隠
、

知
来
顕
、

是
故

不
レ
一
。

(同

六
上
)

理
性
と
し

て
は
具

し
て
も
、

隠

れ
た
理
性

で
あ

る
。

こ
の
理
性

を
顕
現

さ
せ
る

た

め
に
、

智
顎
は
四
種
三
昧
、

あ

る
い
は
十
境

に
対
す
る
十
乗

観
法

の
実
践
体

系
を
構
成
し
、

そ

の
修

の
必
要

を
問

い
た
の
で
あ

る
。

と
も
あ
れ
、

十
界

の
全

て
の
衆

生
が
理
性

と
し
て
十
界

を
具

し

て

い
る

こ

と
、
そ
れ
が
十
界
互
具

と
い
う

こ
と
で
あ

る
。

(
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

天
台

大
師
智
顎

の

『
円
教
』

(
小

松
)
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